
平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

（教育総務課）

61 61 0

（教育総務課）

2,710 2,710

（教育総務課）

12,620 1,763 10,857

（教育総務課）

160 160 0

（教育総務課）

159,881 13,900 1,320 144,661

（教育総務課）

3,519 3,519

（教育総務課）

33,146 1,120 32,026

児童、生徒のスポーツ活動、文化活動において優秀な成績をおさめた者の顕彰を行い、スポーツの
振興、文化活動の振興を図るものである。

小学校運営を効率的に行うため、学校、教委が経費や役割を分担し、施設の維持管理を行う。学校で
生活する児童と教職員、そして学校施設を対象とし、学校の運営、学校機能の保全を目的とする。

祝祭日、夜間等学校が無人となる間の学校警備の委託と緊急時に備え、学校近くの民家に学校の鍵
をあづけるもの。学校施設の安全と緊急時の迅速な対応を目的とする。

小学校で教育（授業）を行うために必要な経費であり、学校に在籍する児童と教職員が対象である。教
育（授業）を支障なく行う環境を整えることを目的とする。

次代を担う児童、生徒及び学生のスポーツの奨励、文化活動の振興及び国際交流の促進を図るた
め、基金として積み立てる。

教育委員長ほか教育委員3人の委員会活動に必要な経費である。

教育総務課が分掌する事務事業に必要な庶務的経費である。

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

教育委員会

教育委員会事務局
運営費

小学校教材整備事
業

小学校運営事業

学校無人化運営費

打吹公園だんご輝
く人育成事業

倉吉市教育振興基
金

事　業　名

担当課要求額
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（教育総務課）

20,293 20,293

（教育総務課）

634,824 102,477 258,600 273,747

（教育総務課）

77,098 1,140 75,958

（教育総務課）

1,348 1,348

（教育総務課）

19,637 500 19,137

（教育総務課）

23,512 23,512

（教育総務課）

988,809 104,097 272,500 4,444 607,768

中学校で教育（授業）を行うために必要な経費であり、学校に在籍する生徒と教職員が対象である。教
育（授業）を支障なく行う環境を整えることを目的とする。

ｅ－ＪＡＰＡＮ重点計画に沿った教育用コンピュータの整備である。中学生ではパーソナルコンピュータ
による情報リテラシーの向上を目的としており、現在借り上げている機器(ＰＣ教室１人１台)を維持す
る。

老朽化が進み、危険建物となっている部分もあることから、まず校舎を二年間で建て替えることによっ
て教育環境を刷新し、教育効率の向上を図るもの。

中学校運営を効率的に行うため、学校、教委が経費や役割を分担し、施設の維持管理を行う。学校で
生活する児童と教職員、そして学校施設を対象とし、学校の運営、学校機能の保全を目的とする。

祝祭日、夜間等学校が無人となる間の学校警備の委託と緊急時に備え、学校近くの民家に学校の鍵
をあづけるもの。学校施設の安全と緊急時の迅速な対応を目的とする。

ｅ－ＪＡＰＡＮ重点計画に沿った教育用コンピュータの整備である。小学生にはコンピュータに慣れ親し
ませることを目的としており、これに必要な台数の整備を目指している。

小鴨小学校改築事
業

中学校運営事業

学校無人化運営費

中学校教材整備事
業

中学校情報教育振
興事業

小計

小学校情報教育振
興事業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（学校教育課）

17,790 4,441 13,349

（学校教育課）

72,438 72,438

（学校教育課）

9,568 1,194 8,374

（学校教育課）

434 434

（学校教育課）

9,374 1,052 86 8,236

（学校教育課）

2,754 2,754

（学校教育課）

4,722 4,722

各種検査を実施し、児童の学力等を把握するとともに、教職員の研修を実施し学習指導の充実に努
める。

小学校の各教科、各種教育、各研究会及び各校の総合的な学習の充実のために補助を行う。また、
大会参加における児童輸送のためにバスを借り上げる。

小学校に校医、歯科医、専門医、薬剤師を当て、児童の健康管理を行う。また、１・２年生の３０人学級
及び複式学級解消を実現し、きめ細やかな指導を行う。その他、教師用教科書・指導書を購入し、わ
かる学習指導に努める。

学校環境衛生の基準に沿った各種環境検査を行うとともに、保健室の検査機器の入れ替え、日本ス
ポーツ振興センターに加入するなどして、児童の健康管理及び事故等の対応に努める。

自宅から学校までの通学距離が４㎞以上で、乗り合いバスを利用する児童を対象に、通学費の範囲
内において補助金を交付し、通学費の軽減を図る。

学校給食を円滑に実施するための消耗品や備品を購入する。また、準要保護児童に対して給食費の
一部を補助する。

教育委員会事務局内に不登校指導員を置き、不登校の未然防止及び不登校にある子どもの再登校
のための支援を行う。その他、幼稚園就園のための補助を行い子育ての軽減を図る。

初等教育研究事業

小学校遠距離通学
費補助事業

小学校給食事業

小学校教育研修事
業

小学校保健事業

小学校運営事業

教育総務費
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（学校教育課）

6,568 1,663 4,905

（学校教育課）

1,047 1,047 0

（学校教育課）

22,943 22,943

（学校教育課）

2,101 2,101

（学校教育課）

13,283 13,283

（学校教育課）

4,559 637 3,922

（学校教育課）

6,132 6,132

学校環境衛生の基準に沿った各種環境検査を行うとともに、保健室の検査機器の入れ替え、日本ス
ポーツ振興センターに加入するなどして、生徒の健康管理及び事故等の対応に努める。

自宅から学校までの通学距離が６㎞以上で、乗り合いバス又は自転車を利用する生徒を対象に、通
学費の範囲内において補助金を交付し、通学費の軽減を図る。

要・準要保護児童及び障害児学級に在籍している児童に対して、学用品や修学旅行費用等の一部
を補助し、就学援助を行う。

中学校に校医、歯科医、専門医、薬剤師を当て、生徒の健康管理を行う。また、１年生の少人数編成
学級を実現し、きめ細やかな指導を行う。その他、教師用教科書・指導書を購入し、わかる学習指導
に努める。

障害児学級に在籍している児童や、特別に支援が必要な児童への支援、生徒指導対応等において
教員補助として地域人材を活用し、各学校の教育活動の充実をめざす。

小学校中学年で使用している社会科副読本「わたしたちの倉吉」を、関金町との合併に伴って新版を
制作し配布する。

河北小学校、小鴨小学校、社小学校が、文部科学省の調査研究の指定を受け、不登校や問題行動
への対応及び未然防止のために、児童や保護者の気軽な相談相手として相談員を配置し、その効果
を検証する。

中学校運営事業

小学校就学援助事
業

子どもと親の相談員
配置事業

小学校元気はつら
つプラン

中学校遠距離通学
費補助事業

中学校保健事業

郷土読本「わたした
ちの倉吉」
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（学校教育課）

6,758 1,066 5,692

（学校教育課）

4,689 4,689

（学校教育課）

8,539 8,539

（学校教育課）

7,982 1,396 6,586

（学校教育課）

5,590 147 174 5,269

（学校教育課）

16,380 1,122 15,258

（学校教育課）

3,731 935 2,796

不登校や問題行動の対応及び未然防止のために、生徒の気軽な相談相手として相談員を配置する。

中学校の各教科、各種教育、各研究会及び各校の総合的な学習の充実のために補助を行う。また、
大会参加における生徒輸送のためにバスを借り上げる。

要・準要保護生徒及び障害児学級に在籍している生徒に対して、学用品や修学旅行費用等の一部
を補助し、就学援助を行う。

久米中,鴨川中学校において、自宅から学校までの通学距離が６㎞以上で通学困難な生徒のために
寄宿舎を設置し通学の軽減を図る。

英語圏から外国人英語指導助手３人を招致し、中学校の英語の時間にティームティーチングを実施
し、楽しくわかる学習指導の充実をめざす。

学校給食を円滑に実施するための消耗品や備品を購入する。また、準要保護生徒に対して給食費の
一部を補助する。

各種検査を実施し、生徒の学力等を把握するとともに、教職員の研修を実施し学習指導の充実に努
める。

中学校教育研究事
業

中学校就学援助事
業

「心の教室」相談事
業

久米中学校寄宿舎
運営事業

語学指導等外国青
年招致事業

中学校教育研修事
業

中学校給食事業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（学校教育課）

9,833 9,833

（学校教育課）

2,021 2,021

（学校教育課）

21,921 21,921

（学校教育課）

2,400 1,200 1,200

（学校教育課）

263,557 12,947 0 3,213 247,397

（生涯学習課）

15,124 15,124

（生涯学習課）

20,119 20,119

同和地区を有する校区において、教育条件に恵まれない家庭環境に置かれている児童・生徒の学習
指導を行うなどして、学力向上や学習習慣の定着を図る。

パークスクエアの景観を維持し、利用者の利便性を確保することを目的とする。

公民館が行う各種事業の企画・実施、公民館職員の指導・監督を行い、公民館運営を効率的に行う
ため公民館長を設置する。
学習相談や学習情報提供及び学習活動に対する指導助言等を行い、社会教育及び生涯学習活動
を促進するため社会教育指導員を設置する。

不登校適応指導教室「はごろも」を設置し、不登校及び不登校傾向にある生徒に対する相談活動や
学習指導等を通して、学校復帰をめざす。

学校同和教育の充実のための教員加配、地域進出学習会、解放子ども会など、各事業を実施し差別
解消をめざす。また、同和地区出身者のうち、経済的理由により就学が困難な場合に奨学金を支給し
進学の援助を行う。

障害児学級に在籍している生徒や、特別に支援が必要な生徒への支援、生徒指導対応等において
教員補助として地域人材を活用し、各学校の教育活動の充実をめざす。

不登校生徒適応指
導教室

社会教育総務費

同和教育推進事業

学習習慣定着事業

倉吉パークスクエア
外構管理事業

小計

中学校元気はつら
つプラン
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（生涯学習課）

756 756

（生涯学習課）

606 606

（生涯学習課）

734 734

（生涯学習課）

106,310 106,310

（生涯学習課）

1,483 1,483

（生涯学習課）

181,914 159,098 22,816

（生涯学習課）

8,917 8,100 817

上井羽合線沿道土地区画整理事業に伴い、上井地区公民館と上井児童センターを合築し、コミュニ
ティセンターを建設する。

・公民館指定事業
　各地区での課題解決をねらいとして、各公民館に１モデル事業を指定し実施する
・公民館まつり
　各地区公民館活動の成果を発表し、公民館活動を周知することで、より多くの方に公民館活動に参
加、利用してもらう事を目的に開催するものです。

青少年の健全育成を目的として次の事業を実施する
　・子ども会リーダー研修会　　180名の子ども会長を対象に、子ども会活動の研修
　・子ども会指導者研修会　　子どもたちとの関わり方、指導、実施方法等
　・子どもいきいきプラン推進事業　　地域が一体となって子どもの居場所づくりを進める

概要・式典（お祝いの言葉、新成人の抱負、記念写真）
対象・当該年度に２０歳になる人と保護者
意図・新成人者を対象に、行政が中心となって市全体として成人を祝うための式典を行う。

生涯学習推進のための支援を行う
・人材銀行　子ども会等への講師派遣の助成

市民の方に学習機会を提供することを目的に次の事業を実施する
・成人を対象とした事業の開催（年間３回の開催）
・女性団体を対象とした講習会の開催
・鳥取短期大学と連携した講座の開催（短大支援の一環）

地域住民に学習機会を提供するため地区公民館（１３地区）を設置し、公民館管理運営業務をより効
率的に行うため地区公民館管理委員会に管理運営業務を委託する。

新成人のつどい

生涯学習推進事業

上井公民館建設事
業

成人教育事業

公民館活動事業

公民館管理事業

青少年教育事業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（生涯学習課）

31,715 3,600 28,115

（生涯学習課）

8,016 831 7,185

（生涯学習課）

2,186 2,186

（生涯学習課）

1,804 1,804

（生涯学習課）

379,684 8,931 0 162,698 208,055

（体育振興課）

13,867 13,867

（体育振興課）

372 372

市営体育施設の維持管理を行う教育振興事業団の人件費及び事務局費

社会体育事業を推進する体育振興課の事務局費

倉吉まちづくり協議会の活動支援として補助金(事務局職員の事務賃金)を交付する。
自分達のまちは自分達の手で作っていこうと取組む倉吉まちづくり協議会の活動を支援し、市民主導
のまちづくり、地域文化活動の推進を目指す。

概要（期日　平成１７年１０月９～１５日まで開催）
　　　（県実行委員会が主催し、東中西部に開催地実行委員会が組織されている）
対象（住民全体）
意図（生涯学習の普及啓発と新たな事業の収集）

市民への幅広い生涯学習の機会と情報の提供を効率的に行うため、施設管理及び安全管理を行う。
交流プラザの運営、施設機能の保全を目的とする。

倉吉パークスクエアの利用促進を目的とし、市民参画による文化芸術活動や伝統文化継承の場として
支援、また、上質な文化芸術鑑賞の提供を行い、地域の文化芸術の育成、推進を目指す。

小計

生涯学習フェスティ
バル事業

社会体育総務

倉吉まちづくり協議
会事業

交流プラザ総務管
理費

（財）教育振興事業
団管理事業

倉吉パークスクエア
利用促進事業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（体育振興課）

10,857 10,857

（体育振興課）

2,082 2,082

（体育振興課）

1,420 1,420

（体育振興課）

6,300 6,300

（体育振興課）

439 439

（体育振興課）

3,000 1,269 1,731

（体育振興課）

37,019 71 36,948

市民の体力及び健康の増進を図るため、スポーツ教室（地区公民館単位）・スポーツ医学講演会等を
開催

県内外高校・一般を対象とした、女子駅伝競走大会
平成１７年度（第２０回）は、同日開催する日本海駅伝競走大会（第２５回）とともに記念大会とし、記念
事業を行い盛大に開催

利用促進に係る企画立案・集客に向けた活動を行う
利用促進に向けた印刷物の作成

体育施設の維持管理及び利用者の利用促進を図るため、施設整備を行う

社会体育事業を推進するスポーツ振興審議会の開催
体育指導委員による、スポーツの実技指導及び学校・公民館等のスポーツ行事・事業への協力
大会開催費・体育協会・全国大会への補助

小・中学校の体育施設を、地域住民のスポーツ活動のために開放
学校体育施設開放企画運営委員会を設置し維持管理を行う

第１９回全国スポレク祭（平成１８年度）で、年齢別バドミントン・壮年ボウリング競技を開催するため、開
催種目の普及活動・広報活動等を行い、開催に向けた事業推進を行う

生涯スポーツ振興
生涯スポーツ推進
事業

生涯スポーツ振興
学校体育施設開放
事業

体育施設整備維持
管理事業

南部忠平杯第２０回
くらよし女子駅伝競
走大会

温水プール利用促
進事業

社会体育振興事業

第19回全国スポレ
ク祭事業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（体育振興課）

4,904 4,904

（体育振興課）

69,246 69,246

（体育振興課）

6,384 6,384

（体育振興課）

1,202 1,202

（体育振興課）

12,565 1,796 10,769

（体育振興課）

5,609 280 5,329

（体育振興課）

1,749 636 1,113

ナイター照明施設の電球の取替え

関金町総合運動公園の維持管理

関金町農林漁業者等健康増進施設の維持管理

関金町B＆G海洋センター（プール・艇庫）の維持管理

利用者の利便性を図るため、多目的便所増築工事等を行う

仮設トイレ、ユニットハウス(倉庫）の借上げ
サッカーゴールの購入

日常行う市営体育施設の維持管理を、教育振興事業団へ委託

健康増進施設

保健体育事業　海
洋センター

市営野球場整備事
業

総合運動公園

（財）倉吉市教育振
興事業団体育施設
整備維持管理事業

倉吉スポーツセン
ター整備事業

市営ラグビー場整
備事業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（体育振興課）

177,015 0 0 4,052 172,963

（文化財課）

2,008 45 1,963

（文化財課）

12,000 9,000 3,000

（文化財課）

2,000 2,000 0

（文化財課）

8,948 8,948

（文化財課）

52,441 28,112 10,100 14,229

（文化財課）

698 89 609

市内に所在する史跡指定地を対象として、史跡内の植栽、樹木の剪定、除草等とともに維持管理作
業を行ない、訪れる方に親しまれる史跡をめざす。

歴史的景観を守るため伝統的建造物の保存修理、修景を推進する。焼失した伝統的な商家を復元し
歴史的景観を守り、跡地整備を行い、地域住民が安心して暮らせる環境を創出する。

市内に所在する指定文化財を対象として、文化財を適切に管理・保護し、広く市民に啓発し文化財の
活用を図る。

国民共有の財産である文化財の保護及び啓発等の事業を行い、文化財愛護精神の高揚を図る。

市内の開発事業に伴う埋蔵文化財を対象とし、遺跡の有無・性格・内容を把握して開発との調整を図
る。

緊急に発生した開発事業に伴う埋蔵文化財を対象とし、埋蔵文化財の緊急発掘調査に対処する。

文化財保護事業

倉吉市内遺跡発掘
調査

小計

倉吉市内埋蔵文化
財緊急発掘調査

史跡維持管理事業

伝統的建造物群保
存地区保存事業

指定文化財保存整
備事業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（文化財課）

15,100 15,100 0

（文化財課）

17,500 17,500 0

（文化財課）

3,000 3,000 0

（文化財課）

113,695 37,201 10,100 37,645 28,749

（博物館）

1,503 1,503 0

（博物館）

959 810 149

（博物館）

215 215 0

倉吉市を中心とした中部地区の市展部門以外の幅広い創作活動の発表の場とするとともに地域の文
化振興に寄与する。

博物館の資料収集のために多方面から寄付金をつのり、基金として積立・運用する。

県立総合産業高校施設整備に伴い、当該地に存在する遺跡に対して、事前に発掘調査を実施し、歴
史的状況を明らかにすると共に、調査記録を保存する。

倉吉市を中心とした中部地区の芸術創作活動の発表の場とするとともに地域の文化芸術振興に寄与
する。

県立倉吉農業高校施設整備に伴い、当該地に存在する遺跡に対して、事前に発掘調査を実施し、歴
史的状況を明らかにすると共に、調査記録を保存する。

住吉谷川通常砂防ダム工事に伴い、当該地に存在する遺跡に対して、事前に発掘調査を実施し、歴
史的状況を明らかにすると共に、調査記録を保存する。中曽根遺跡発掘調

査

小計

下古川上通り遺跡
発掘調査

第29回創作文華展
事業

白市遺跡発掘調査

博物館資料整備

第51回市展事業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（博物館）

283 283

（博物館）

26,936 84 26,852

（博物館）

1,156 2,000 △ 844

（博物館）

324 14 310

（博物館）

230 230

（博物館）

723 723

（博物館）

918 918

展示、普及活動に発展させるため基本となる事柄を調査・研究する。　これによって裏付けられた内容
で、市民をはじめとする利用者の幅広い要望にこたえるべく、博物館活動の基礎となる研究資料を蓄
積する。

博物館の根幹となる地域の歴史・文化の資料をコレクションしていく。あわせて市民の財産であるコレ
クションを健全な姿で次世代に渡すための保存修復をおこなう。

本市の恵まれた自然環境を生かし、倉吉自然科学研究会など民間の協力を得ながら観察会、展示会
などを実施し、地元の自然の豊かさ、素晴らしさを知ってもらい、さらには自然環境を守ることの大切さ
を理解し、身近な行動に結びつける。

博物館をハード面とソフト面で管理運営する基幹予算。　市民をはじめとする多くの人に倉吉の歴史・
文化を、調査研究や実物をとおして学習と余暇利用に資する事業をおこなう。

博物館の各部門の常設展示をテーマや季節などにあわせて切り替えていく。　市民や観光客が倉吉
の歴史・文化に接する展示をおこなう。　倉吉の文化・歴史を未来へつなげていく役割を担う。

博物館の展示をわかりやすく紹介したり、市民要望の各種講座を学芸員が中心となり企画し開催す
る。　小学生から高齢者までの生涯学習の手助けをおこなう。

県民の文化芸術活動の発表の場として、鳥取県と共催で実施する事業。県民の多くが文化芸術に日
常的に楽しみながら文化芸術活動を支える地域社会づくりを目指す。第49回県展事業

資料収集保存活動

博物館維持管理

展示活動

自然科学

調査研究活動

普及活動
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（博物館）

13,753 3,000 10,753

（博物館）

3,818 3,818 0

（博物館）

976 976

（博物館）

1,799 1,065 734

（博物館）

1,928 1,928

（博物館）

276 276

（博物館）

75 75

資料館の常設展示をテーマや季節などにあわせて切り替えていく。　市民や観光客が倉吉の歴史・文
化に接する展示をおこなう。　倉吉の文化・歴史・民俗を未来へつなげていく役割を担う。

展示、普及活動に発展させるため基本となる事柄を調査・研究する。　これによって裏付けられた内容
で、市民をはじめとする利用者の幅広い要望にこたえるべく、資料館活動の基礎となる研究資料を蓄
積する。

日本を代表する彫刻家の中から優秀な作家を選考。現地視察の上、作品を制作、設置。　市民に潤
いのある新しい都市空間を提供する。　まちなみ修景に彫刻を活用し感動に出会うまち（野外彫刻美
術館）を観光資源にする。

絵本作家として高名な安野光雅作品を安野光雅美術館の協力の下、新日本海新聞社と共催で行な
う。　市民を対象に安野光雅の描くやすらぎと空想の世界を味わっていただく。

郷土作家シリーズの一環として板画家・長谷川富三郎（無弟）の作品をみささ美術館、鳥取県立博物
館の協力をえて展示する。　市民要望を反映し、戦後の倉吉文化に多大な貢献した長谷川芸術を顕
彰する。

資料館をハード面とソフト面で管理運営する基幹予算。　市民をはじめとする多くの人に倉吉の歴史・
文化を、調査研究や実物をとおして学習と余暇利用に資する事業をおこなう。

推薦委員が選考した現在活躍中の日本画家を対象としたコンペと展覧会。　市民を対象に現代の日
本画の一断面を伝える。さらに名誉市民菅楯彦から未来へつながる全国に通用する博物館コレクショ
ンの形成。

第6回菅楯彦大賞
展

郷土作家シリーズ
№15　　長谷川富
三郎遺作展

安野光雅展

第7回倉吉：緑の彫
刻賞　作家選考

調査研究活動

歴史民俗資料館維
持管理

展示活動
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（博物館）

693 693

（博物館）

5,299 5,299

（博物館）

61,864 0 0 12,509 49,355

（市立図書館）

518 250 268

（市立図書館）

60,592 60,592

（市立図書館）

1,216 100 1,116

（市立図書館）

176 176

図書館ボランティアの受入・音訳・点訳ボランティアの育成・読書週間行事・貸出者数40万人記念行
事を実施することにより、図書館がさらに多く、また多様に利用されるよう努めます。図書館利用促進事

業

読み聞かせボランティア、学校、地域と連携して、ブックスタート事業・おはなし会（館内・あかちゃんお
でかけ）・こどもの読書週間行事・夏休み行事・おはなし会講座を行い、子どもが本と親しみ、自律的な
読書を行うことを目指します。

資料の収集・整理・保存業務及び市内在住者、在学・在勤者、市内団体などの利用者を対象に資料
提供業務（登録・閲覧・貸出・返却・予約・リクエスト・レファレンス・フロアワーク）を行います。
求められる情報の迅速な提供、きめ細やかなサービスにより市民の皆さんが図書館を積極的に利用
できるよう努めます。

倉吉市及び中部地区の方から文芸作品を募集し、受賞、入選作品を掲載した倉吉文芸を発行しま
す。
この地域の文芸活動の発展と育成を目指します。

資料館の根幹となる地域の歴史・民俗の資料をコレクションしていく。あわせて市民の財産であるコレ
クションを健全な姿で次世代に渡すための保存修復をおこなう。

資料館をハード面とソフト面で管理運営する基幹予算。　市民をはじめとする多くの人に関金の歴史・
文化を、調査研究や実物をとおして学習と余暇利用に資する事業をおこなう。資料館維持管理

資料収集保存活動

図書館運営事業

子どもの読書活動
推進事業

小計

文化推進事業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（市立図書館）

62,502 0 0 350 62,152

（給食センター）

80,665 724 79,941

（一般会計）

26,697,970 3,783,436 897,000 4,325,372 17,692,162

市内の小･中学校の児童生徒を対象に、栄養バランスのとれた食事を提供し、児童生徒の心身の健
全育成に努めるため、施設設備の充実と効率的な管理運営を目的とする。

合　計

小計

学校給食センター
事業
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